























中葉から十六世紀の終り頃迄、約九世紀半の長期に百一っている。その畏さに於いて日本史上に果した役割の意義は他に類を見ない。又地域 依っ 異なる多撲性に於いても同様である。荘園制と－括して呼んでも、その初期と末期に於いては著るしい差異を生じ、初期荘閑が古代的大土地所有 基づく荘闘制であり、中世荘園の多くは寄進地型荘園であるという二系統の荘園が存在することは既に認められている所である。地域 依ってその発展過程に多様性を見るが、大雑把に分けて近畿荘園 辺境荘園（先進地区と後進地域）の差異も認められて る。畿内荘園と辺境 の最も大きな相違は、その所領の規模、所領の知行体制にあるとわれているが、畿内荘園は個別的な荘園の内部構造が くの先
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1丁 I 9 宇
3反 I 3 宇
4丁 9反 15 代 1 1 宇
2丁 I1 宇
7丁 4反 30 代 I s 宇
3T  5反 30 代 I 6 宇
8反 I 1 宇
3丁 20 代 I 6 宇
4反 10 代3丁 7反
5丁 8反初代
1 了 30 代
3了 5反 30 代
18 了 3反 50 代
20 丁 8反 10 代
6丁 8反 20 代
6丁 9反 30 代
















3丁 4反 15 代
2了 6反 20 代
lT 6反
2丁 8反 20 代
8丁 4反 45 代
21 丁 30 代
4丁 2反 40 代
3了 7反 20 代
5丁 9反




















8丁 7反 20 代
7了 6反
17 丁 2反 20 代
4丁 9反 5代































反反qδqd 丁丁丁丁丁2 4 3 4 1 4  
17 丁 1反 30 代
5丁 8反 10 代
2丁 9反 30 代










lT 9反 30 代
2反 5代





7丁 8反 30 代
2丁
2T 9反 20 代
30 代［
4反 20 代 I s 宇
3丁 4反 20 代 I 4 宇
3丁 5反 ！4 宇
1丁 4反 30 代 I 2 宇




1丁 7反 20 代
1丁 2反 20 代
2T  q度 20 代
































































































































の多いことである。それにこの種の荘園が多く存在し得たのは中央貴族、大社寺等の権力が強くそれ等が荘園領主層を形作って一いた所から現地に於ける名宝即ち地主層の地位が伸張しえなかっ原因となっていた。これに対して東国をも含む辺境に於いては農村に於ける共同体的諸関係の解体に際して、中央貴族、寺社の権力が班田農民の分解の内から成長して来る田堵名主層の大規模な発展力を抑制す 力を及ぼし得なかったこと、又班田農氏の分解に依って作り出されてくる奴輝、寄口的労働 畿内では権勢家の荘園領主に吸収されやす ったが、辺境ではかか ことなく在地の有力者に吸収されその労働力が開墾に向けられたこと等の理由に依って大規模な名が形成されやすく 又古代 家族制の残存する辺境に総領制的な人的結合関係 上に武士の棟領しての権力をも併せ持って畿内の名主とは格段 差を生ずる 至った。東国に於いても荘闘の成立当時から既に畿内のそれとは性質を異ていたのであ 。しかも領有する所領 空閑地、山林原野を含み、鎌倉時代を通じて開墾に りそれ等の地を以 一族を分住せしめ、強力なる統制の下 荘民、庶子を把握し、広大 る所領統一的に支配し得る休制を敷き得る 部構造 あったこ も大きな違いである。畿内の名が耕地のみから成 、山林原野が荘園領主の直接支配に属していたことは名主層 下地支配の弱小を示
〈叩 ）
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